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まったく新しい世界がやってきた

エンジン

ブレーキ

運転手

開発者

交通法規

ライト

ウインカー

サービス

燃料 タイヤ

ものすごいスピードで変化している
2



Information-technology
Promotion
Agency, Japan

意思決定者は表面しか見ていないことが多い

「これを何とか使いこなせ」
「他社は凄いことをやっているぞ」

燃料（データ）
の発掘や供給

使いこなすためのツール

外部ともつながる基盤

人材育成

ルールの整備

環境がなければ対応できない
環境の整備には時間がかかる 3
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各組織での主な取り組み

セーフティの確保
• 評価手法
• 透明性確保

導入と展開
• チーム形成
• 実証
• アジャイル

基盤や人材の準備は
脚光を浴びず
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⬧ 基礎をしっかり作った上にサービスを構築し、持続・展開させることを目指す。

少なくとも5年は展望する

基盤がない世界
• 力技で前に進むことはできる。後続プロジェクトも力技で
進めていくことはできる。

• 進むことはできるが、スピードも持続性もない

基盤がある世界
• 最初に基礎を固めることで、スムーズに物事が進
むようになる

AI 基盤

ツール
ルール

燃料
（データ）

行き先

標準AI

•短期での成果を求める思想から、データ戦略にもとづく長期戦略へ。
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デジタル社会の今後
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社会は
エンジニアリングにより
構成される
• 建物
• 機械
• システム

社会は
ルールにより
構成される
• 法律
• 条例
• ルール

社会はデータにより駆動する
• 活動データ
• センサー
• 地理空間

社会変化はAIによって加速している

アップデート

Realtime Digital TwinLegalTech

リアルワールド
• 無人運転車
• 配送ロボット
• 無人工機
• ドローン
• センサー

＋ＡＲ，ＶＲ
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AIの利活用
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⬧ 得意な作業

• 単純作業

• 疲れない

• 飽きない

⬧ 不得意な作業

• 不確定な情報に基づく判断

• 宙返りロボットはできても、人並みのマッサージロボットは、まだできていない

8

AIの得意な作業と不得意な作業は何か



Information-technology
Promotion
Agency, Japan

⬧ 情報収集

• スピードが速い（MonthlyーQuarterly）

• グローバルな視点

⬧ 柔軟な思考

• 新技術やサービスを起点としたアイデア創出

⬧ いつでもアイデアを実現できる基盤の整備

• データやツールの供給、調達

• セーフティの確保

⬧ アジャイルなスタンス

• 失敗したときのリカバリー
9

AI時代に対応するための重要なポイント
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日米独企業の生成AI導入状況

導入・試験導入 検討中・検討予定 予定なし
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日本企業の生成AI導入課題
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多くの企業でAIの導入が進んでいるが、
最大の課題はデータである
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参考：世界のCxOがAI導入で感じる障壁

Thomson Reuters Institute
2025 C-Suite Survey
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ルールやマインドセット

• グレーゾーン回避

• リスク回避指向

技術

• 完璧主義

• リスク回避指向

13

日本のAI利活用やトランスフォーメーションは内向き

アナログ時代
のやり方

変化は悪

制度の歪
考え方の対立

周囲に対して
相対的に急降下

技術が
ジャンプアップ

導入当初はトラブルもあった

一歩踏み出せない
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生成AIの利用形態

欧米：マニュアルが緻密

→AIで学習

→例外を処理（例外が少ない）

• 導入効果が大きい

日本：マニュアルを人が補完

→AIで学習

→例外を処理（例外が多い）

• 導入に手間がかかる→使えないという評価
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⬧ 信頼性の高いデータの不足

• 行政における社会の基本データが整備されていない

• ベースレジストリ
• 欧州では2021年までにほぼ整備修了

• 日本ではアドレス・ベースレジストリが稼働

• ハイバリューデータセット
• モビリティ、気象、統計、地理空間、公共施設・・・

• オープンデータ

• 企業においては、マスターデータ管理、マニュアル等、社内の基本
データが整備されていない

15

学習データ不足
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⬧ ブレーキや信頼があるからこそ、思いっきりアクセルを踏んで使いこなせる

16

安心して利用するため、まずはAIのリスクを把握

セーフティの確保
• 評価手法
• 透明性確保

イノベーションの創出
幅広い活用
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⬧ AIがもつ「技術的リスク」と「社会的リスク」

17

生成AIなどにより顕著となったAIのリスク

企業のAI活用では、さらに、法的リスク、レピュテーション・リスクも存在

技術的リスク

• 誤判定、誤回答、データやロジックによるバイアス、ハルシネーション、

安全性、セキュリティ等

社会的リスク

• プライバシー侵害、政治活動への悪用、不正目的、権力集中、財

産権の侵害、環境負荷等
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⬧ AI事業者ガイドライン（総務省、経済産業省）

• ガイドラインの目的は、安全安心な活用。

「本ガイドラインは、AIの安全安心な活用が促
進されるよう、我が国におけるAIガバナンスの統
一的な指針を示す。」

⬧ 想定するリスクをもとに、安全性確保のため、
共通の指針を示す。

⬧ 米国のAIリスク管理のフレームワークとの相互
確認も実施し、対応資料を公開。

リスク対応の基本となるガイドライン

共通の指針
1)人間中心

社会的文脈、倫理、偽情報

2)安全性
AIシステムの信頼性・堅牢性、知的財産、制御可能性、目
的を逸脱した利用、学習データの品質

3)公平性
バイアス

4)プライバシ保護
プライバシ

5)セキュリティ確保
不正操作、機密性・完全性・安全性、データの改ざん

6)透明性
ログ、AI情報の提供

7)アカウンタビリティ
トレーサビリティ、ガバナンス、関係者情報の開示

8)教育・リテラシー
9)公正競争確保
10)イノベーション 

出典：https://www.meti.go.jp/press/2024/04/20240419004/20240419004.html
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⬧ 理解して使いこなす

• 個人情報や知的財産情報をオープンなAIに入れない

• 信頼できるAIを利用する

• 間違った回答を出すこともあることを認識する

⬧ 日々のアップデートやインシデント情報に注意する

⬧ 基本的な流れ

• ルールを整備する

• 情報を収集する

• 情報共有の仕組みを作る

• 最新情報

• 利用情報 19

リスクを知ったうえで使いこなす
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⬧ 通常の企画部門の仕事に対して以下を導入

• DeepL：メール

• Otter：議事録

• Copilot：プレゼン作成

• ChatGPT：調査

• 日本語議事録

20

IPA、AISIで使っているもの
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Q1：SBOM入れてますか？

Q2：モデリング使っていますか？

Q3：データの品質管理はできていますか？

Q4：BCPできていますか？

基礎の確認が重要
21

高性能AIや未知の脅威に備えるには
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⬧ AIがあれば、設計も品質管理も心配ないというのは本当か。

• 将来はできるかもしれない

• 部分的にはできる

• 効率的かどうかは別問題

⬧ LDES（Linked Data Event Stream）のようなルールベースを使
うことで、消費電力が1/3になるという調査もある。

22

AIは万能ではない

LDES

必要データを信頼できるデータからピンポイントでアクセス AIが連動し検索（データの場所がわからないときもある）

エージェントエージェント
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すべての基本は要件定義

23
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デジタル時代の価値創出に向けて目指す姿と目的

アップデートし続ける社会では、ソフトウェアがキーテクノロジー

AIの重要性が高まる中、AIに正確に指示を出すため、要件定義を正しく行い、同時
に、可視化をはかることが重要

要求から要件化し、モデリングして実装し、フィードバックする

CyclicかつLiveで要件を管理にするモデリング

価値をタイムリーに実現し、社会変化に柔軟に対応する

上記を実現するため可視化をはかり、同時にコンプライアンスを実現する
24
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課題や要件の可視化の流れ
上流工程での要件定義の重要性

要件定義・管理におけるトラブルの多発

スケジュール管理、コミュニケーション、要件定義が重要

事業部門における要件定義の重要性

スキル不足

品質への影響、内製化の影響

SDGsやGDCが目指すデジタルでサポートされた持続可能な社

会が実現する

2005

2010

2015

2020

2025

2030
結局、20年間で変わっていない。今後、
2030年までに変わることができるのか

要件定義や可視化の重要性は自覚しながら、
モデリング以前の独自手法を継続。世界と乖離。

「要件定義の手法」ソフトウェア動向調査2024年度

25
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要求工学が重要

要求や要件を定義し可視化する方法は、

昔から様々な方法があるが使っているか？
• IDEF

• UML

• BABOK

• RaQuest

• SysML2.0

• ArchiMate

さらに、要件管理はできているのか？新入社員の時からずっと見てきた

26
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要求や要件可視化の価値

⬧ 関係者の共通理解と対話の促進

⬧ リードタイムの短縮（コスト削減と価値創出を同時に実現）

⬧ システムやAI等による実施

⬧ コンポーネント化

⬧ 柔軟な改善

⬧ 事前シミュレーションの実現（やっとエンジニアリングの領域へ）

⬧ コンプライアンス

⬧ 危機対策

27
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要求は、工学的に管理することで、「一意」で「明確化」される。これがAIへの第一歩。

28

要求工学の活用（ソフトウェアの永遠の課題の突破）

平均回答時間 13.4時間

平均実処理時間 6.4時間

平均コスト 11,241円

総コスト 179,862円

（内事務コスト31,472円）

所要時間

コスト

待ち時間

法律や社内ルールの定義から、実装、運用までを一気通貫で行うメカニズムを作り、
AIの変化スピードに追随するとともにガバナンスのための可視化、検証性を実現
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デジタル時代の価値創出に向けて
課題の可視化、解決策の検討に利用可能な手段

⬧ モデル＆シミュレーション

• 重要なのは、お絵描きツールではなく、モデリングツールであること

• そのうえで、各要素の実現にコンポーネントを活用する

⬧ 要件管理ツール

• 重要度、タスク割り当てなどで、抜け漏れや経緯を管理

29
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参照モデルを中核にし、無駄な独自の再開発、不十分な設計を誘発しない。

⬧ 要件に参照モデルを埋め込んでいく

• IMI,GIFによるテンプレートの活用（構造化）

• 設計の時間短縮、正確性の確保、相互運用性の確保

• 分野横断を最初から埋め込む（サブセット化やコンバートを活用）

• ビルディングブロックによるソフトウェア・ファクトリー化

• OSSの活用やソフトウェア部品の組み合わせを重視し、コードを作らない。

• 文書にも参照モデル（モデル文書）を活用する

⬧ 参照モデルがなく、UI等の不足している部分を、AI駆動開発で補完する。 30

連携や活用が容易な参照モデルの活用

参照
モデル

自社
モデル拡張

サブセット化
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まちの工務店に学ぼう！

ドラフターによる

製図
CADによる製図

コンポーネントの

活用
シミュレーション 発注 建築 設計変更

モデリング
インタオペラビリティ

耐震シミュレーション
景観シミュレーション
３Dウォークスルー（体感）

設計の再利用
設計の生産性向上

コンポーネント化

設計の高度化 発注・建築など現場の高度化

プロジェクト管理

31
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データ環境のマクロ動向

32
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⬧ 日本のデータコミュニティは2つある

33

日本におけるデータ環境整備の大きな流れ

自社を中核としたデータマネジメント 外部とのデータ連携を軸としたデータマネジメント

探索・収集 処理 活用 設計 収集 処理 活用 連携

・社内のデータの効率利用・管理
・クレンジングやデータ統合が負担
・RDBベースの思想
・ファイル単位の思想
・データ設計もどき
・規約チェック、契約に手間

・外部連携を前提とした効率利用・管理
・クレンジングやデータ統合がスムース
・グラフ技術やLinkedDataの適切な併用
・データ単位の思想
・データの構造化設計
・ひな形ルールの活用

内部活用の抜本的な効率化ができない
スピードが出ない

スピードが速く、変化に対応しやすい
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⬧ データの企業間連携の状況

⬧ 社会全体で多様なデータが存在する中で、データ連携しないという選択
肢がなくなってきている

34

ガラパゴス化する日本

17.2

4.4

3.7

1.5

2.5

75.1

44.6

34.8

33.6

9.4

0.4

19.8

28.5

37.1

27.4

11.9

0.0

27.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

サプライチェーン内の企業とのデータ連携を行っている

研究開発の関係機関とのデータ連携を行っている

政府や大学、非営利団体のオープンデータの取組のために、データを提供

している

自社のデータを不特定の企業に販売している

その他

他社とのデータ連携やデータ提供は行っていない

日本（ｎ＝1,508） 米国（ｎ＝509） ドイツ（ｎ＝537）
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テキストデータ

画像、音声データ

センサーデータ

３Dデータ

データが爆発的に増えている

これまで手に入らなかったデータ
の洪水がやってくる。

https://www.wevolver.com/article/2023-edge-ai-technology-report
35
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ソフトウェア・ディファインド社会でのデータの役割

データ

モデリン
グ

論理
チェック

シミュレー
ション

検証

運用

Software

⬧ DataOpsの実現

• 収集したデータにより、自動車やモノ
など、多くのものがアップデートする

• しかも、そのスピードは速く、グローバル
である
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データハンドリングが変わってきている

⬧ 国内は、RDBとデータレイク、ファイル転送、高速ネット
を軸にした設計思想

• 大量消費時代の思想

• データ保護が起点

• 持っていかれるときは全部持っていかれる

⬧ 世界は、従来の思想に加えグラフ、アクセス、低速ネット
を組み合わせた設計思想

• 大量消費と個別消費を組み合わせたベストチョイス
の思想

• データ共有が起点

• しかも全体のセキュリティを強化

標準化されたデータと
メタデータ

独自形式データと
独自在庫管理

店舗

自宅

API

ファイル
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⬧ ファイル転送からアクセスへ、そしてグラフ技術へ

• 日本のオープンデータは大半がファイルダウンロード、データ交換もファイル単位

• 最新性の確認が困難、その後の改ざんも可能

• RDBだけでなく、利活用場面によりグラフ技術、ベクトルDBを活用

38

新たなデータハンドリングを支えるグラフ技術

法人番号

法人名

本店所在地

地域人口

天候

法人番号 法人名

法人名 本店所在地

アドレス 各種データ

RDBを使ったデータ取得（データレイクも活用）

グラフ技術を使ったデータ取得

ファイル転送

アクセス

オリジナルデータに直接アクセス

Webのように、必要データにアクセス
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⬧ 従来は処理しやすいようにフロントにデータレイクを作る考えが主流であった

⬧ APIを使ってデータ保有者から最新情報を取得する分散型アーキテクチャが台頭

39

集中から分散へ

集中型DB 分散型DB データスペース データスペース連携

同じ業種や目的の中
でデータ連携を実施。

複数のデータスペースが
連携し、データを連携

データ主権を担保し
やすく、最新データが
入手しやすい

即応性が高いが、
データ自体の最新化
などの管理が大変
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インタオペラビリティとデータ設計

40
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Interoperability by Design

Quality by Design

41
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誰とでも簡単に連携することができる

• サプライチェーンが簡単に構築できる

• M&Aに強い

• 部門間連携も容易

標準的な技術や手法を使い、透明化されている

• コンプライアンスが強化される

• 豊富な最新ツールを導入しやすい

• 外部から獲得した人材が即戦力になる

• キャリアップにつながるので、人材のモチベーションアップにつながる
42

インターオペラブルなプレーヤー
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⬧ IPAは政府相互運用性フレームワーク:GIFのアーキテクチャをベースに推進

43

アーキテクチャを決める

Trust

データ

利活用・流通環境

ルール

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
・認

証

組織・人材

業務・サービス

連携基盤（ツール）

戦略

アセット

データモデル

プラット
フォーム

戦略目標

• 2030年にグローバルレベルの「豊かなデジタル社会」を
実現する

原則

• ビジネス視点の重視

• データの価値の最大化

• グローバル視点

• インタオペラビリティの確保

• エビデンスベースの取り組み

• 抜本的な見直し
※状況によってコンバータ等での暫定運用を許容
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⬧ 参照データモデルである政府相互運用性フレームワークを使うことで、
データ設計を高度化することができる

44

政府相互運用性フレームワークGIF・データモデル

データ設計を参照データモデルベースにする利点
・専門家によるデータ設計ノウハウが使える
・社内部門間の連携、データ利用が円滑になる
・外部と迅速に連携できる

分野横断での相互運用性や
グローバル性を考慮した設計
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⬧ AIで正確な回答を得るためにはデータの辞書は欠かせない。

• 数十年後にはAIで解決すると考えられるが、当面は必要

⬧ データ設計時に、再利用が容易な形で定義をしたデータ辞書を持つ
データを使うことが望ましい

45

データ辞書の活用

従業員数

従業員数

A社

Z社

従業員数

○○県

AI

パート含む

パート含まない

従業員数

詳細不明

N社
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⬧ 行政機関などが公開する主要コードのは参照モデルとして有効

• 性別コード

• 季節コード、曜日コード

• PoIコード（Point of Interest:場所）

• 学校コード

• 河川コード

• 避難所コード

等

⬧ 統制語彙

• 準備中、営業中、休業中、廃業 等
46

コード一覧、コントロールドボキャブラリ（統制語彙）
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⬧ コアデータパーツは、日付、アドレスなど、どのデータにも共通的に活用さ
れるデータ項目を定義しています。

• 組織内で複数のシステムを保有していると、日付の形式が違うと
いった問題が発生します。

• 現在は、その揺らぎを変換ツールで解消する場合も多いです。

⬧ 設計時やインタフェースにコア・データ・パーツを使うことでデータ連携を
容易に実現することができます。

コア・データ・パーツ

２０２２年３月３１日
2022年3月31日
令和4年3月31日
2022/03/31
20220331
Mar. 31, 2022

2022-03-31

コア・データ・パーツ（日付）従来の様々な定義

47



Information-technology
Promotion
Agency, Japan

⬧ 資産としてのデータ

• データを蓄積するには時間がかかる

• M&Aに影響する

⬧ プロダクトとしてのデータ

• 品質が適切に確保されている必要がある

• サステイナブルに提供される必要がある

• もしかしたら、他社に売るかもしれない

48

データは資産であり、プロダクトである
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⬧ 設計等を可視化することで、共通の理解ができ、課題が明確化され、
引き継ぎも容易になる。その結果、効率的に議論ができ、課題発生
時に、迅速に検証することができる。

• モデル＆シミュレーションが重要になる。

49

モデル＆シミュレーションを目指す

業務プロセスモデルの可視化 都市モデルの可視化（Plateau）

業務構造や関係性の可視化
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⬧ データパイプラインではなく設計を直す

⬧ データサイエンティストは、その能力を活かす作業に注力する

⬧ 負担になっているデータクレンジングを、データ設計段階で防止する

⬧ 様々なデータの統合を参照データモデルを使って効率化する

50

データパイプラインやデータサイエンティストの負担を減らす
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データマネジメント

51
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⬧ 個々のプロジェクトを推進するとともに、データ駆動社会を実現するため
に面で環境整備を実施。

使えるデータ環境の実現

データが見つけられる データがつながる データが入手できる

• データ取引市場
• カタログを整備（再掲）

• コネクタ、ブローカーを整備中
（DATA-EX等）

• 認証、認可を整備中
（DATA-EX等）

• データカタログを整備
• 検索用データを推進
• データ・ディクショナリ、コード
一覧を検討中

多様で質が高く十分な量のデータ供給

• オープンデータの推進

• ベースレジストリの整備（事業者（gBizInfo）、アドレス等）

• 政府相互運用性フレームワークの整備（データモデル、品質等）

共通的な利用ルール

• 公共データ利用規約、API利用規約
• 府省が整備するルール：個人情報、各分野でのデータ流通ルール

52



Information-technology
Promotion
Agency, Japan

⬧ マネジメント、ガバナンス、そしてマチュリティへ

53

体系的なデータマネジメントの重要性

デジタルガバナンスコード
3.0

データ・マネジメント データ・ガバナンス

データ・マチュリティ

1. 適切にデータを設計し、ライフサイク
ルを通じて管理する

2. データ・マネジメントが持続可能で、
価値を最大化し、リスクを最小化するよう
モニター、統制する

3. 適切に整備、管理されたデータを、組織全体
で使いこなす

Value

デジタル・トランスフォー
メーションの推進
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⬧ ルールはなるべく標準のものを使う。調整コストと時間を節約する。

• 契約

• 利用規約

• アクセス規約

⬧ グローバルな動向にも注意が必要。

• GDPR、データ法等、国内と違うルールで動いている。

⬧ 世界では、ルールのモデル化（LegalTech）が進展

• 合理性の追求

• 透明化・可視化、それに伴う各種対応の迅速化

• 事前シミュレーションの実現 54

ルールの共通化
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⬧ データを見つけるにはカタログが必要

• 自社の棚卸したデータを掲載する

• 行政機関などが公開しているカタログを使用する

⬧ メタデータがないと、大量のデータが探せない、使えない

• タグ、生成日、データ概要、利用条件

• 国際的にDCATがデファクトスタンダード

55

メタデータ管理、カタログ管理
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⬧ AIやセンサーデータにも対応したデータ品質に関するガイドブックが必要

• 関連ISO等を踏まえ国際的議論による内容拡充を目指す

56

データ品質マネジメント

AI system

Environment
(Context)

Physical/virtual

Data & Input

Output

AI Model

1.Build phase
(train)

Perceive

Objectives
Explicit/
implicit

AI system

Environment
(Context)

Physical/virtual

Data & Input

Output

AI Model

2.Use phase

Perceive

Objectives
Explicit/
implicit

Influence

Build phase, pre-deployment

Use phase, post deployment

Data quality

AIシステムにおけるデータの重要性
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• プロセス、ガバナンス、特性の3つの視点で構成

57

データ品質管理のフレームワーク

Governance cycle view

Process view
(Operation)

Gateway view
(Characteristics)

Ensure the organization has 
a sustainable structure.

Identify actions required at each stage.

Define the evaluation index.
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• Sustainable mechanism

データガバナンスの強化

58
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⬧ コンプライアンスやリスクと持続性コンプライアンスが注目されるが、持続性が重要
59

データガバナンスが実現する総合的な安定運用
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⬧ 2030年に、このゴールに到着しているのはデジタル社会の必要条件

60

国連のGDCと同じゴールを目指す

デジタル公共インフラ

産業 行政 個人

トラスト基盤

デジタル公共財
（オープンソース、オープンデータ、オープンAI、オープン標準）

PFサービスDS

DS
DS

DS PFサービス

デジタルスキル
コンピテンシ

組織内
データガバナンス

組織外（国際）

データガバナンス

相互運用性（技術、ルール、標準）
セキュリティ、知財
プライバシー保護

デジタルトランスフォーメーション、イノベーションの実現

全ての人にオープンで持続可能なデジタルの未来

信頼できる最新のデータの供給

国外DS 国外DS 国際サービス

企業 行政

個人

人権
国際支援

コネクティビティ（インターネット）

AI

2.デジタル経済

5.AI

1.デジタルデバイド
とSDGs加速

3.デジタル空間

DS:Data Space
PF:Platform

4.データガバナンス

（ GDC:
Global Digital Compact）
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データ連携するにはトラストが重要

Rules for trust

•Privacy, security and Intellectual property issue. (Need to coordinate rules among service areas)

Trust of Stakeholders

•Transparency and confidence of stakeholder. (Need to check the sustainability of  the stakeholders)

Platform for trust

•Transparency of platformer.(Needs to know the policy, management and technologies)

Trust of Information

•Transparency of  society. Dis-、Mis-Information. (Need to check  information)

Data for trust

•Accuracy, currency, and comprehensiveness of data.(Need to manage the quality of data)

Technologies for Trust

•Originality and non-tampering. (Need to use security technologies)
61
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さいごに
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⬧ 誰でもデータをストレスなく活用でき、

デジタル技術が暮らしをサポートしてくれる社会

⬧ 変化に柔軟に対応できる社会

目指している姿

Trust & 
Safety

データの入力や審査が自動
化され、手続きが速く楽にな
る 行政機関保有データ 統計 センサーデータ

様々なサービスが選択でき、
暮らしやすい

オープンデータ ＋民間データ
データ交換や活用をするための仕組み

必要なデータが簡単に手に入り、
新サービスをスタートさせやすい

データが高度に管理され、
重複投資がなくなる

社会の維持管理
コストが減少

現実空間 Digital空間

Digital Twin
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デジタルエンジニアリングによるデジタルツインの推進

CADデジタルモックアップ BIM/CIM

製造プロセス
取引プロセス

法律、制度

ソフトウェア

活用可能な豊富なデータ
・製造データスペース
・グリーンデータスペース 等

モデリング

モデリング

モデリング

モデリング

モデリング

データ
スペース

データ活用

データ提供

モデリング 環境

⬧ 米国では、モデリングを軸に分野横断でのデジタル化が進行。

• デジタルツインの中でSystem of 
Systemsを実現

• AIとの組み合わせで、 多様な
サービスが容易にできるようになる

リアル/デジタル・ワールド
（デジタルツイン）

センサー

オブジェクト

都市

ASOT
Authoritative Source of Truth
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デジタル社会の今後

65

社会は
エンジニアリングにより
構成される
• 建物
• 機械
• システム

社会は
ルールにより
構成される
• 法律
• 条例
• ルール

社会はデータにより駆動する
• 活動データ
• センサー
• 地理空間

社会変化はAIによって加速している

アップデート

Realtime Digital TwinLegalTech

リアルワールド
• 無人運転車
• 配送ロボット
• 無人工機
• ドローン
• センサー

＋ＡＲ，ＶＲ
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⬧ 経営者向けにデータ経営の要点をまとめた小冊子をシリーズ化

66

経営層の啓発のためのData Spaces Academy

https://www.ipa.go.jp/digital/data/data-spaces-academy.html

データマネジメント読本
実務教材も
提供
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AISI
Japan AI Safety Institute

Information-technology 

Promotion Agency, Japan
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